
　
元
旦
夕
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

送
さ
れ
る

ウ
ィ
ー
ン

フ
ィ
ル
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
作
品
が
中
心
で
、
世
界

各
国
に
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
る
▼

見
も
の
の
一
つ
に
途
中
で
挿
入

さ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
国
立
バ
レ
エ

団
の
舞
踊
が
あ
る
。
こ
れ
は
劇

場
以
外
に
城
や
歴
史
的
建
造
物

な
ど
毎
年
場
所
を
変
え
て
演
じ

ら
れ
、
時
に
宮
殿
で
も
演
じ
ら

れ
る
。
今
、
バ
レ
エ
は
も
っ
ぱ

ら
劇
場
で
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
元
々
宮
廷
の
広
間

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
宮
殿
で
の
踊
り
の
映
像
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
表
現
す
る
貴
重

な
も
の
だ
。
い
つ
も
思
う
の
だ

が
、
バ
レ
エ
は
劇
場
よ
り
も
、

大
理
石
の
彫
刻
や
絵
画
で
装
飾

さ
れ
た
宮
殿
に
似
合
う
▼
除
夜

の
鐘
が
響
き
わ
た
る
京
都
東
山

山
麓
で
は
、山
、寺
、仏
像
が
一

体
と
な
っ
て
美
を
成
す
。
仏
像

は
時
に
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る

が
、
山
寺
に
鎮
座
し
て
い
る
ほ

う
が
よ
い
。
宮
殿
に
は
バ
レ
エ

が
似
合
い
、
お
寺
に
は
仏
像
が

合
う
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
環

境
に
調
和
し
た
も
の
は
美
し
い

▼
欧
米
人
は
共
生
よ
り
克
服
を

重
視
し
、
日
本
人
は
闘
争
よ
り

も
協
調
性
、
助
け
合
い
を
重
視

す
る
。
価
値
観
が
異
な
れ
ば
社

会
制
度
も
異
な
る
▼
日
本
に
は

日
本
人
の
価
値
観
に
基
づ
い
た

健
康
保
険
制
度
が
似
合
う
。
他

国
と
は
異
な
る
我
が
国
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
も
の
、つ
ま
り
お
互
い

助
け
あ
い
な
が
ら
、
皆
が
良
質

の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
が
合
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
医
療
に
は
社
会

的
合
理
性
に
加
え
、
美
し
さ
が

求
め
ら
れ
る
。 

（C
le
a
r

）

　
協
会
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
医
事
紛
争

の
相
談
が
持
ち
込

ま
れ
て
く
る
が
、

そ
の
中
で
毎
年
報

告
さ
れ
る
も
の
に

採
血
時
の
神
経
損
傷
の
事
故
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
総
じ
て
こ
の
事
故
の
対
応
は

と
て
も
苦
労
す
る
場
合
が
多

い
。
調
査
の
結
果
、
注
射
を
施

行
し
た
者
に
過
誤
が
認
め
ら
れ

な
い
事
態
も
珍
し
く
は
な
い
。

過
誤
な
し
と
の
判
断
は
医
療
者

の
技
能
・
手
技
等
に
問
題
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
名
誉

は
守
ら
れ
た
と
し
て
も
、
実
際

に
注
射
を
さ
れ
て
注
射
部
位
に

痛
み
を
感
じ
て
い
る
患
者
に
、

経
済
的
援
助
（
賠
償
金
支
払

い
）
が
で
き
な
い
こ
と
に
、
医

療
側
も
患
者
側
も
納
得
し
な
い

場
合
が
あ
る
。

　
協
会
も
そ
の
気
持
ち
は
十
分

に
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ

が
、
教
科
書
通
り
の
正
し
い
と

さ
れ
る
方
法
で
注
射
を
施
行
し

て
も
事
故
は
不
可
抗
力
的
に
、

つ
ま
り
過
誤
が
な
く
て
も
起
こ

り
得
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
万
一
、
注
射
に
よ
る
神
経
損

傷
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
患
者
へ
の
説
明
等
に
以
下

の
項
目
を
参
照
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。

　
①
注
射
・
採
血
施
行
の
適
応

②
刺
入
部
位
の
適
応
（
選
択
部

位
の
優
先
順
位
の
適
切
さ
）
③

注
射
針
の
太
さ
④
注
射
針
の
種

類
（
採
血
針
・
翼
状
針
）
⑤
真

空
管
か
否
か
⑥
刺
入
角
度
⑦
刺

入
深
度
（
刺
入
後
に
血
管
を

探
っ
た
か
否
か
含
む
）
⑧
刺
入

回
数
⑨
刺
入
時
の
患
者
の
痛
み

等
の
訴
え
の
有
無
（
有
の
場
合

た
だ
ち
に
中
止
し
た
か
）。

　
4
月
25
日
（
木
）
午
後
2
時

よ
り
「
ひ
と
刺
し
で
神
経
損

傷
？
〜
本
当
に
正
中
神
経
損
傷

で
す
か
？　
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
で
す

か
？
」
と
題
し
た
医
療
安
全
講

習
会
を
開
催
す
る
。
講
師
は
、

十
条
武
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
院
長
の
勝
見
泰
和
氏
と

京
都
中
央
法
律
事
務
所
の
福
山

勝
紀
弁
護
士
を
お
招
き
す
る
予

定
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

典
型
的
な
医
事
紛
争
？

採
血
時
の
神
経
損
傷

　
京
都
府
が
子
育
て
支
援
医
療

助
成
制
度
に
つ
い
て
、
3
歳
〜

15
歳
に
お
け
る
通
院
の
月
3
0

0
0
円
負
担
を
、
9
月
か
ら
1

5
0
0
円
に
軽
減
す
る
こ
と
を

1
月
25
日
に
発
表
し
た
。
同
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た

府
の
会
議
が
12
月
27
日
の
第
3

回
目
に
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ

と
を
受
け
た
市
町
村
と
の
調
整

を
経
て
の
結
論
で
、
2
月
議
会

に
提
案
さ
れ
る
。
な
お
、
新
た

に
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と
や

高
校
生
ま
で
年
齢
を
拡
大
す
る

こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。

な
お
低
水
準
の
京
都
市

　
府
内
26
市
町
村
の
う
ち
15
歳

ま
で
の
年
齢
で
3
0
0
0
円
負

担
を
課
し
て
い
る
の
は
、
京
都

市
が
3
歳
か
ら
、
亀
岡
市
が
小

学
生
か
ら
、
向
日
市
・
長
岡
京

市・舞
鶴
市・大
山
崎
町
が
中
学

生
か
ら
の
6
自
治
体
の
み
。
他

は
す
で
に
独
自
の
上
乗
せ
で
負

担
な
し
が
4
自
治
体
、
2
0
0

円
負
担
が
15
自
治
体
、
福
知
山

市
が
日
5
0
0
円
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
す
で
に
亀
岡
市
が
10

月
か
ら
2
0
0
円
負
担
に
す
る

こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
府
と

同
時
に
発
表
し
た
京
都
市
の
新

制
度
注
は
3
歳
か
ら
月
1
5
0

0
円
負
担
の
現
物
給
付
と
な
る
。

　
府
制
度（
図
）は
ほ
ぼ
4
年
ご

と
に
前
進
し
て
き
た
が
、
3
歳

か
ら
の
通
院
は
07
年
か
ら
3
0

0
0
円
負
担
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
て
き
た
。
特
に
こ
の
低
年
齢

層
の
要
望
が
強
い
こ
と
に
加
え

て
、
18
年
度
か
ら
国
が
自
治
体

の
助
成
に
課
し
て
き
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
就
学
前
に
限
っ
て
廃
止

し
た
こ
と
を
背
景
に
、
保
険
医

協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
子
ど
も

医
療
費
無
料
制
度
を
国
と
自
治

体
に
求
め
る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
子
ど
も
医
療
京
都
ネ
ッ

ト
）」が
17
年
8
月
か
ら
運
動
を

再
開
。
京
都
市
内
の
子
育
て
世

帯
を
調
査
し
、
負
担
に
よ
る
受

診
抑
制
の
実
態
が
あ
る
と
し
た

結
果
は
京
都
新
聞
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、さ
ら
に
京
都
府・

京
都
市
そ
れ
ぞ
れ
に
4
千
筆
を

超
え
る
署
名
を
提
出
。
4
月
の

府
知
事
選
で
候
補
者
双
方
が
公

約
に
掲
げ
る
ま
で
に
な
り
、
今

回
の
拡
充
に
つ
な
が
っ
た
。

就
学
前
の
無
料
化
は

喫
緊
の
課
題
!!

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
「
子
ど

も
医
療
京
都
ネ
ッ
ト
」
は
、

「
府
の
拡
充
を
歓
迎
す
る
も
無

料
化
に
向
け
一
層
の
努
力
を
」

と
求
め
る
声
明
を
1
月
25
日
に

発
表
。
前
進
は
し
た
も
の
の
、

府
内
の
子
ど
も
の
半
数
を
抱
え

る
京
都
市
で
依
然
1
5
0
0
円

も
の
負
担
が
あ
り
、
特
に
手
厚

い
助
成
が
必
要
な
就
学
前
の
負

担
と
し
て
は
近
畿
全
府
県
で
最

も
高
い
ま
ま
に
お
か
れ
る
こ
と

を
指
摘
。
西
脇
知
事
の
唱
え
る

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
に
ふ

さ
わ
し
い
制
度
と
す
る
た
め
に

は
、
京
都
府
、
京
都
市
と
も
に

も
う
一
段
の
努
力
が
必
要
だ
と

求
め
た
。

介
護
認
定

給
付
業
務
担
当
職
員
解
雇
・
企
業
委
託
を
提
案

京
都
市
に
対
し
抗
議
談
話
を
発
表

　
京
都
市
は
12
月
13
日
、
介
護

保
険
認
定
給
付
業
務
の
見
直
し

提
案
を
明
ら
か
に
し
た
。
現

在
、
全
市
で
介
護
認
定
給
付
業

務
を
担
っ
て
い
る
認
定
給
付
嘱

託
員
・
訪
問
調
査
嘱
託
員
を
廃

止
、
1
3
0
人
を
い
っ
せ
い
に

雇
止
め
し
、
業
務
の
大
部
分
を

各
区
役
所
・
支
所
か
ら
引
き
あ

げ
て
集
約
化
。
企
業
委
託
に
す

る
と
い
う
も
の
。
協
会
は
こ
れ

を
受
け
、
談
話
を
発
表
し
、
業

務
見
直
し
提
案
の
白
紙
撤
回
を

強
く
求
め
た
。

　
談
話
で
は
、
要
介
護
認
定
制

度
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者

を
ふ
る
い
分
け
、
区
分
支
給
限

度
額
を
設
定
。
現
金
給
付
の
上

限
額
を
定
め
、
保
険
給
付
へ
の

公
費
支
出
を
抑
制
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
仕
組
み
で
あ
る
と

言
及
。
協
会
は
、
こ
う
し
た

「
専
門
職
の
判
断
よ
り
も
財
政

事
情
を
優
先
さ
せ
得
る
仕
組

み
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
権

保
障
の
担
い
手
で
あ
る
地
方
自

治
体
が
、
認
定
業
務
を
通
じ
必

要
な
す
べ
て
の
人
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
責
任
を

負
う
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
認
定
審
査
会
の

場
に
お
い
て
、
専
門
知
識
が
あ

り
経
験
を
積
ん
だ
京
都
市
職
員

が
、
正
確
な
資
料
を
作
成
・
提

供
。
的
確
な
説
明
を
行
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
機
能
の
後
退
を

危
惧
す
る
と
強
調
し
た
。

　
京
都
市
の
今
回
の
提
案
は
、

業
務
量
増
大
が
見
込
ま
れ
る

中
、「
介
護
業
界
に
お
け
る
担

い
手
不
足
」
が
あ
り
、「
資
格

を
有
す
る
貴
重
な
担
い
手
を
確

保
し
続
け
る
こ
と
が
困
難
」
で

あ
る
こ
と
を
唯
一
の
理
由
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
担
い
手
を

確
保
で
き
な
い
か
ら
担
い
手
の

ク
ビ
を
切
る
と
い
う
理
論
は
到

底
理
解
で
き
な
い
。
さ
ら
に
恐

ら
く
見
込
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う

集
約
化
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
伴
う
財
政
効
果
に
つ
い
て
の

言
及
も
な
く
、
市
民
が
議
論
す

る
た
め
の
論
点
が
何
ひ
と
つ
提

示
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、

再
検
討
を
求
め
た
。

　
な
お
、
1
月
30
日
付
の
毎
日

新
聞
で
市
職
員
の
雇
止
め
方
針

と
と
も
に
、
協
会
の
談
話
が
報

道
さ
れ
た
。

子ども医療ネットの運動で前進

府制度の通院1500円に
図　京都府の子育て支援医療助成制度の変遷

実施年月 対象 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳※ 小学生 中学生

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

入院

通院

15 年 ９ 月
現物給付

（200円負担） 償還（月3000円控除）

19 年 ９ 月
現物給付

（200円負担） 償還（月1500円控除）

償還（月3000円控除）

12 年 ９ 月
現物給付

（200円負担） 償還（月3000円控除）

07 年 ９ 月
現物給付

（200円負担）

償還（月8000円控除）

99 年 １ 月
現物給付

（200円負担）

03 年 ９ 月
現物給付

（200円負担）

93年10月
現物給付

（200円負担）

96年12月
現物給付

（200円負担）

左京医師会
 2 月16日（土） 
午後 2 時30分～
ウェスティン都ホテル

与謝・北丹
医 師 会

 2 月23日（土） 
午後 3 時30分～
プラザホテル吉翠苑

綴喜医師会
 3 月 9 日（土） 
午後 2 時30分～
新田辺駅前CIKビル

地区医師会との懇談会
2018年度

※表中の年齢区分「６歳」は満６歳に達する日以後の最初の３月31日まで
注）府制度の３歳～15歳通院は月1500円超額の償還払い。京都市は１医療機関当たり月
1500円の現物給付のため、複数機関で1500円を超えた場合は償還が適用される。

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 2 月 1 0 日 第 3 0 4 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

地
区
医
師
会
と
の
懇
談（
乙
訓
、宇
治
久
世
）

 

（
2
面
）

遠
隔
医
療
テ
ー
マ
に
消
化
器
向
上
会 

（
3
面
）

時
間
外
年
2
0
0
0
時
間
が
上
限
?!
　
働
き
方
改
革 

（
4
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
協
会
は
乙
訓
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
12
月
3
日
に
開
催
し
、

地
区
か
ら
13
人
、
協
会
か
ら
5

人
が
出
席
し
た
。
岩
見
達
也
理

事
の
司
会
で
進
行
。
冒
頭
、
平

井
幹
二
会
長
か
ら
、「
産
婦
人

科
医
と
し
て
、
日
頃
よ
り
、
施

設
基
準
の
届
出
の
煩
雑
さ
や
妊

婦
加
算
で
戸
惑
っ
て
い
る
。
ま

た
、
医
師
偏
在
対
策
と
し
て
の

医
学
部
の
地
域
枠
や
地
元
出
身

枠
を
め
ぐ
る
国
の
討
論
の
心
配

も
尽
き
な
い
。
本
日
の
テ
ー
マ

は
多
く
の
会
員
が
疑
問
に
感
じ

　
と
り
わ
け
数
字
で
定
め
ら
れ

た
施
設
基
準
に
つ
い
て
は
注
意

し
た
い
。
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
否
か
白
黒
付
き
や
す
く
、

満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
施
設

基
準
の
自
主
返
上
や
、
自
主
返

還
が
求
め
ら
れ
や
す
い
か
ら
だ
。

　
入
院
基
本
料
共
通
事
項
の
中

で
は
、
適
時
調
査
で
重
点
的
に

確
認
す
る
事
項
と
し
て
、
平
均

入
院
患
者
数
と
平
均
在
院
日
数

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
平
均
入

院
患
者
数
は
、
必
要
と
な
る
看

護
配
置
数
の
元
と
な
る
た
め
適

切
に
計
算
し
た
い
。
平
均
入
院

患
者
数
の
計
算
（
算
出
）
根
拠

と
な
る
書
類
を
見
せ
る
よ
う
求

め
ら
れ
る
の
で
、
計
算
の
元
と

な
っ
た
数
字
や
計
算
過
程
ま
で

確
認
さ
れ
る
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
平
均
在
院

日
数
の
計
算
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が
言
え
る
。
平
均
入
院
患

者
数
の
管
理
や
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
う
ま
く
で
き
て
い
な

い
と
、
結
果
的
に
看
護
配
置
数

が
足
り
な
い
こ
と
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
看
護
配
置
に
関
連
し
て
は
、

数
字
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
施
設

基
準
が
多
く
あ
る
。
①
看
護
職

員
等
の
配
置
数
②
正
看
比
率
③

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

④
月
平
均
夜
勤
時
間
数
⑤
複
数

夜
勤
体
制
等
で
あ
る
。

　
①
②
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど

も
述
べ
た
よ
う
に
、
平
均
入
院

患
者
数
に
よ
り
必
要
配
置
数
が

変
動
す
る
の
で
注
意
し
た
い
。

①
は
暦
月
単
位
で
計
算
し
、
届

出
添
付
書
類
様
式
9
を
用
い
て

管
理
す
る
も
の
が
多
い
。
例
え

ば
様
式
9
に
よ
り
、
19
年
2
月

の
看
護
職
員
等
の
配
置
実
績
を

確
認
す
る
場
合
、
平
均
入
院
患

者
数
は
18
年
3
月
〜
19
年
2
月

の
数
字
を
用
い
て
計
算
し
た
数

と
な
る
こ
と
か
ら
、
看
護
職
員

等
の
配
置
数
は
も
ち
ろ
ん
、
平

均
入
院
患
者
数
も
2
月
末
日
を

終
え
な
い
と
確
定
し
な
い
た
め

注
意
が
必
要
だ
。

て
い
る
も
の
で
あ
り
、

活
発
な
議
論
を
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

協
会
か
ら
は
、
各
部
会

か
ら
の
報
告
に
加
え

て
、「
診
療
報
酬
不
合

理
是
正
」「
国
が
目
指

す
地
域
医
療
提
供
体
制

と
開
業
規
制
」
に
つ
い

て
話
題
提
供
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
に
関

し
て
、
地
区
か
ら
は
睡
眠
薬
長

期
処
方
の
減
算
、
眼
科
や
産
婦

人
科
で
の
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
の
対
象
外
疾
患
等
で
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
睡
眠
薬
長
期
処
方
で
減
算
さ

れ
な
い
要
件
の
確
認
の
仕
組
み

が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
、
協

会
は
厚
生
労
働
省
に
対
し
取
扱

い
を
明
確
に
す
る
よ
う
求
め
、

回
答
を
待
っ
て
い
る
段
階
と
説

明
し
た
。

　
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
対

象
外
疾
患
に
つ
い
て
は
多
く
の

会
員
か
ら
不
満
の
声
が
あ
が
っ

て
お
り
、
今
回
の
懇
談
で
出
さ

れ
た
意
見
も
踏
ま
え
て
改
善
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し

た
。 

　
国
が
目
指
す
地
域
医
療
提
供

体
制
と
開
業
規
制
に
つ
い
て
、

乙
訓
地
区
で
は
す
で
に
医
療
・

介
護
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る

中
、
国
が
進
め
る
在
宅
医
療
連

携
拠
点
事
業
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
か
と
の
課
題
が
示

さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
在
宅
医
療
連
携
拠

点
事
業
が
国
や
自
治
体
の
一
般

会
計
で
は
な
く
、
介
護
保
険
財

源
の
枠
組
み
で
実
施
さ
れ
る
点

が
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
国
が

地
域
の
実
情
を
無
視
し
て
画
一

的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
医
師
数

や
病
床
数
に
つ
い
て
、
本
来
は

地
域
の
理
想
の
医
療
に
近
づ
く

た
め
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
地
域

の
医
師
の
声
を
届
け
る
必
要
性

を
強
調
し
た
。

　
そ
の
他
、
保
険
医
と
し
て
の

保
険
診
療
に
関
す
る
研
修
の
重

要
性
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
改

定
に
つ
い
て
等
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
協
会
は
、
宇
治
久
世
医
師
会

と
の
懇
談
会
を
1
月
9
日
に
開

催
。
地
区
か
ら
は
18
人
、
協
会

か
ら
8
人
が
出
席
し
た
。
増
井

明
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、
伊

勢
村
卓
司
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
、
続
い
て
茨
木
理
事
長
代
行

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
①
各
部
会

か
ら
の
情
報
提
供
②
診
療
報
酬

不
合
理
是
正
③
国
が
目
指
す
地

域
医
療
提
供
体
制
と
開
業
規
制

―
に
つ
い
て
話
題
提
供
を
行
っ

場
合
や
納
得
が
い
か
な
い
場

合
、
一
つ
ひ
と
つ
再
審
査
請
求

を
行
い
、
納
得
の
い
く
保
険
診

療
を
し
て
い
く
し
か
な
い
」
と

回
答
。
ま
た
、「
最
近
の
診
療

報
酬
改
定
は
基
本
点
数
で
は
な

く
加
算
で
対
応
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
基
本
診
療
料
の
引
き
上

げ
を
要
求
し
て
い
き
た
い
と
し

た
。

　
国
が
目
指
す
地
域
医
療
提
供

体
制
と
開
業
規
制
で
の

意
見
交
換
で
は
、
地
区

か
ら
「
国
は
在
宅
医
療

の
受
け
皿
と
し
て
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

作
り
、
病
床
の
機
能
分

化
を
推
し
進
め
て
い

る
。
今
回
さ
ら
に
、
医

師
偏
在
問
題
の
対
応
策

と
し
て
自
由
開
業
制
を

崩
す
よ
う
な
提
案
が
な

さ
れ
て
い
る
。
議
論
や
決
定
の

中
に
医
師
会
が
不
在
の
ま
ま
、

開
業
医
に
対
す
る
締
め
付
け
が

強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
協
会
は
「
自

由
開
業
規
制
と
と
れ
る
提
案
は

先
日
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
会
員
は
少
な
い
と

思
う
。
国
の
動
き
に
遅
れ
な
い

よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
い

た
。

　
診
療
報
酬
不
合
理
是
正
で
の

意
見
交
換
で
は
、
地
区
か
ら

「
点
数
の
引
き
上
げ
を
要
求
し

て
増
点
さ
れ
て
も
、
審
査
で
減

点
・
査
定
さ
れ
た
り
集
団
的
個

別
指
導
に
当
た
れ
ば
、
結
局
点

数
が
上
が
っ
て
も
『
ど
う
な
ん

だ
』
と
感
じ
て
い
る
」「
汎
用

点
数
に
な
っ
た
た
め
に
、
減

点
・
査
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
点
数
も
あ
る
」「
点
数
引
き

上
げ
と
い
っ
て
も
加
算
ば
か

り
」
な
ど
、
疑
問
点
が
多
く
出

さ
れ
た
。
協
会
は
「
減
点
・
査

定
に
つ
い
て
は
、
疑
義
が
あ
る

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
運
動
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
回
答
。
ま

た
、
地
区
か
ら
「
政
府
が
我
々

を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
ど
こ
か
ら
手

に
入
れ
て
い
る
の
か
。
そ
う
し

た
デ
ー
タ
に
対
し
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
こ
と
で
政
策
提
案
の
ス

ピ
ー
ド
が
ア
ッ
プ
し
た
よ
う
に

思
う
。
我
々
も
Ａ
Ｉ
と
の
た
た

か
い
と
な
る
動
き
は
な
い
の

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
協
会
は
「
次
世
代
医
療
基

盤
法
が
成
立
し
、
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
認
定
事
業

者
（
認
定
匿
名
加
工
医
療
情
報

作
成
事
業
者
）
に
提
供
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

都
合
よ
く
デ
ー
タ
を
作
り
始
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
狙
い
に
よ

り
作
れ
て
し
ま
い
、
非
常
に
恐

ろ
し
い
」
と
し
た
。

　
最
後
に
堀
内
房
成
副
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
懇
談
会
を
終
了

し
た
。

　NPO法人京都難病連が加わる一般社
団法人日本難病・疾病団体協議会（JPA）
が、難病対策の総合的な推進とともに、
難病以外の長期慢性疾患の患者・家族が
安心して暮らすことのできる社会を求め
て、請願署名に取り組んでいます。
　協会もこの請願署名の趣旨に賛同し、
本紙に署名用紙と返信用封筒を同封しました。ぜひご協力下さい。

2018年度の税制改正の主要点、2019
年度税制改正大綱のポイントの他、日常
業務での税務について丁寧に解説。確定
申告や日々の業務にご活用下さい。ご希
望の方は、定価1,500円（送料込）で購
入いただけます。

署名目標数は6000筆!
協会独自の

難病・長期慢性疾患対策の
総合的な推進を

難病署名も 集めます

月刊保団連
保険医の経営と税務

2019年版

まだまだ

　協会はNPO法人京都難病連と連携し
て署名活動を展開しており、２月１日現
在の署名数は1551筆となりました。ご
協力いただいた会員各位に、この場を借
りて御礼申し上げます。
　なお、協会は全会員の署名協力を目標
にしています。引き続きご協力をお願い
します。

日本難病・疾病団体協議会が請願
一般社団法人

偏
在
問
題
で
の
開
業
規
制
議
論
を
危
惧

宇
治
久
世
医
師
会
と
懇
談

1
月
9
日
　
う
じ
安
心
館
ホ
ー
ル
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催
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懇
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催
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懇
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遠
隔
医
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

政
策
背
景
を
解
説

消
化
器
診
療
内
容
向
上
会
レ
ポ
ー
ト

　
消
化
器
診
療
内
容
向
上
会
を
京
都
消
化
器
医
会
と
協

会
の
共
催
で
、
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
に
お
い
て
12
月
1
日

に
開
催
。
参
加
者
は
49
人
と
な
っ
た
。
開
会
に
あ
た
り

京
都
消
化
器
医
会
か
ら
粉
川
隆
文
会
長
、
協
会
か
ら
鈴

木
卓
副
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
こ
の
会
は
京
都
消
化
器
医
会

が
隔
月
で
行
っ
て
い
る
総
合
画

像
診
断
症
例
検
討
会
に
お
い

て
、
年
1
回
程
度
、
京
都
府
保

険
医
協
会
と
の
合
同
で
開
催
し

て
い
る
勉
強
会
で
す
。

　
ま
ず
特
別
講
演
と
し
て
「
遠

隔
医
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

実
装
状
況
と
今
後
の
展
望
〜
平

成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
か
ら

読
み
解
く
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
千
葉
大
学
病
院
、
病
院
経

営
管
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

講
師
、
吉
村
健
佑
氏
よ
り
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
2
0
1
8
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
的
な
追
い
風
の
も

と
、
遠
隔
医
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
に
関
連
し
た
対
応
が
幅
広

く
な
さ
れ
た
こ
と
。
一
方
で
さ

ま
ざ
ま
な
留
意
事
項
が
あ
り
、

各
医
療
機
関
の
導
入
に
際
し
て

は
制
度
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
算
定

要
件
の
詳
細
な
解
説
と
、
各
医

療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
遠
隔
医

療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
へ
の
対

応
と
、
背
景
と
な
る
政
策
的
な

動
向
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
吉
村
健
佑
氏
は
07
年
千
葉
大

学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
さ

　
エ
コ
ー
判
定
結
果
は
結
節
や

の
う
胞
な
し
の
Ａ
1
が
7
人

（
17
・
1
％
）、
5
・
0
㎜
以
下

の
結
節
や
20
・
0
㎜
以
下
の
の

う
胞
が
認
め
ら
れ
る
Ａ
2
が
32

人
（
78
・
0
％
）、
5
・
1
㎜

以
上
の
結
節
や
20
・
1
㎜
以
上

の
の
う
胞
が
認
め
ら
れ
る
Ｂ
判

定
が
2
人
（
4
・
9
％
）
と

な
っ
た
。
前
年
の
Ｂ
判
定
2
人

は
、
結
節
の
大
き
さ
が
基
準
値

以
下
だ
っ
た
も
の
の
所
見
に
よ

り
精
密
検
査
が
必
要
と
の
判
断

だ
っ
た
が
、
今
回
の
2
人
は
Ｂ

医師賠償責任保険等の
加入・変更はご連絡下さい
　2019年度（４月１日～20年４月１日）の
保険の「継続加入のお知らせ」を１月上旬
にお送りしました。加入型の変更やオプ
ションの加入、病床数の変更等は、早急に
協会までご連絡下さい。加入、型変更はい
つからでもできます（保険料は月割計算）。

　産業医や学校医等の活動（職務）に係
る賠償責任保険は、嘱託医としての行為
のうち、医療行為以外の活動において不測の事故が生じて損害賠償請求さ
れたことで嘱託医が被る損害について保険金をお支払いします。
　サイバー保険は、医療機関が業務を遂行するために行うネットワークの
所有、使用、管理、情報メディアの提供にあたり生じた偶然な事由または
情報の漏えいもしくはそのおそれに起因する損害に対して保険金をお支払
いします［損害賠償金、事故時・事故後の対策等に必要な費用の補償］。

　2019年度の案内パンフレット・チラシを本紙第3042号（１月25日発
行）に同封し、会員のみなさまにお届けしています。多様な補償をご用意
していますので、ぜひご確認下さい。

医師賠償責任保険等の
案内パンフレットをお届け

保険医
協会の

産業医・学校医等嘱託医
活動賠償責任保険
医療機関用サイバー保険

2018年度より開始

経過の見守り
 大切さを訴え
避難者集団健診を開催

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者
を
対
象
に
、
協
会
と

京
都
民
医
連
、
内
部
被
曝
か
ら
子
ど
も
を
守
る
会
・
関

西
が
実
行
委
員
会
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
避
難
者
集

団
健
診
を
12
月
2
日
、
太
子
道
診
療
所
で
開
催
。
受
診

者
は
41
人
と
な
っ
た
。
協
会
か
ら
も
健
診
医
を
派
遣
し

て
お
り
、
北
村
裕
展
理
事
（
西
京
）、
環
境
対
策
委
員

の
山
本
昭
郎
氏
（
下
京
西
部
）
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

判
定
基
準
の
大
き
さ
の
結
節
が

発
見
さ
れ
た
。

　
年
々
Ａ
2
判
定
の
比
率
が
上

昇
し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
今

回
も
同
じ
だ
っ
た
が
、
年
齢
に

よ
る
変
化
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
ち
に
2
次
検
査
を

要
す
る
Ｃ
判
定
は
な
か
っ
た
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
8

年
が
経
過
し
、
当
時
小
学
生

だ
っ
た
子
が
今
で
は
高
校
生
や

大
学
生
に
な
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
自
立
す
る
に
つ
れ
「
当
時

を
思
い
出
し
た
く
な
い
」「
周

り
に
健
診
を
受
け
る
と
伝
え
た

く
な
い
」「
部
活
を
休
み
た
く

な
い
」
な
ど
の
理
由
で
健
診
か

ら
足
が
遠
の
い
て
い
る
と
実
行

委
員
会
に
保
護
者
か
ら
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
住

宅
支
援
の
打
ち
切
り
、
福
島
へ

の
帰
還
支
援
で
地
元
へ
帰
る
人

た
ち
も
多
く
、
故
郷
に
戻
ら
ず

と
も
府
外
へ
転
居
す
る
人
も
い

て
、
年
々
受
診
者
が
減
少
し
て

い
る
。

　
実
行
委
員
会
は
、
受
診
者
に

健
診
の
継
続
が
大
切
と
健
診
結

果
報
告
会
で
訴
え
る
と
と
も

に
、
被
災
者
へ
の
幅
広
い
健
診

保
障
を
求
め
自
治
体
に
継
続
し

て
要
請
し
て
い
く
。

れ
、
15
年
4
月
厚
生
労
働
省
に

入
省
、
医
系
技
官
と
し
て
保
険

局
と
医
政
局
を
兼
任
。
医
療

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
の
レ
セ

プ
ト
情
報
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）
の
シ
ス
テ
ム
更
改

と
機
能
増
強
・
利
用
規
制
の
緩

和
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

の
仕
様
検
討
と
作
成
・
公
開
、

医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
介
し
た
診
療
情
報
共
有
に
対

す
る
診
療
報
酬
の
設
計
、
遠
隔

診
療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
に
資

す
る
研
究
班
の
立
ち
上
げ
、
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
普
及
推
進
な
ど
、
医

療
情
報
に
関
連
し
た
政
策
立
案

と
制
度
設
計
に
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
17
年
か
ら
は
厚
生

労
働
省
と
国
立
保
健
医
療
科
学

院
を
併
任
し
て
主
に
医
療
経
済

分
析
の
領
域
に
て
政
策
研
究
を

実
施
。
18
年
3
月
に
厚
生
労
働

省
を
退
官
さ
れ
、
同
年
4
月
よ

り
医
療
機
関
の
持
続
可
能
性
を

テ
ー
マ
に
千
葉
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
て
産
業
医
業
務
お
よ

び
病
院
経
営
・
管
理
学
に
つ
い

て
の
教
育
研
究
を
行
い
、
同
時

に
千
葉
県
庁
健
康
福
祉
部
医
療

整
備
課
に
て
県
内
の
医
師
確
保

対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
持

た
れ
て
い
る
氏
な
ら
で
は
の
内

容
や
視
点
が
多
く
、
普
段
の
臨

床
の
勉
強
会
で
は
聞
く
こ
と
の

で
き
な
い
非
常
に
興
味
深
い
講

演
内
容
で
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
京
都
大

学
消
化
器
内
科
学
講
座
の
菊
池

志
乃
氏
よ
り
、
過
敏
性
腸
症
候

群
の
臨
床
研
究
に
つ
い
て
内
容

説
明
が
あ
り
、
研
究
協
力
を
依

頼
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
の
検
討
会
で
は
、
こ
の

た
び
行
政
主
導
で
開
始
さ
れ
た

胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
の
理
解
を

深
め
る
目
的
で
、
京
都
消
化
器

医
会
会
員
よ
り
3
人
の
医
師
に

登
壇
い
た
だ
き
、
各
々
の
胃
内

視
鏡
の
基
本
撮
影
方
法
を
具
体

的
に
ス
ラ
イ
ド
提
示
に
よ
り
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

倉
佳
史
胃
腸
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
十
倉
佳
史
氏
と
粉
川
内
科
医

院
の
粉
川
隆
文
氏
に
は
経
口
挿

入
に
よ
る
撮
影
方
法
を
、
京
都

第
二
赤
十
字
病
院
の
小
林
正
夫

氏
に
は
経
鼻
挿
入
に
よ
る
撮
影

方
法
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
に
よ
る
違
い

や
コ
ツ
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
京
都
府
医
師
会

消
化
器
が
ん
検
診
委
員
会
委
員

長
の
前
川
高
天
氏
（
京
都
医
療

セ
ン
タ
ー
）も
交
え
、参
加
者
か

ら
の
質
問
も
多
く
熱
気
に
あ
ふ

れ
た
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
症
例
検
討
を
行
う

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
新
し
く

導
入
さ
れ
た
胃
が
ん
内
視
鏡
検

診
の
た
め
に
今
回
は
こ
の
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
は
ま

だ
ま
だ
問
題
点
が
多
く
あ
り
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を

通
じ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
受
診
者
と
医
療
機
関
の

両
者
が
安
心
し
て
検
診
事
業
に

参
加
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
特
別
講
演
の
演
者

選
定
か
ら
会
場
準
備
な
ど
、
京

都
府
保
険
医
協
会
の
事
務
局
の

皆
様
に
は
大
変
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て

深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
京
都
消
化
器
医
会
副
会
長
・

 

大
塚 

弘
友
）

講師の吉村健佑 氏

詳しくは、本紙に同封の「教育総合補償制度のご案内」パンフレットをご覧下さい。

教育総合補償制度（学生・こども総 合 保 険）

京都府は条例改正で2018年４月１日より、自転車を利用する者
および保護者の保険への加入が義務化されています。自転車プランをセットして自転車事
故に対する補償を厚くしたり、手頃な保険料の自転車プランのみ加入もできます。

京都府は条例改正で2018年４月１日より、自転車を利用する者

●団体割引20％　●期間途中での加入も可能
●保険期間は 4 月 1 日より 1 年間
● 扶養者の方に万一の事故があった場合の育英費用の補償だけ
でなく、お子様の日常生活全般におけるさまざまなケガや病
気の補償、さらに日常生活における賠償事故などを総合的に
補償する保険です。

お子様の育英費用、ケガ・病気、自転車事故の備えに

ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします

サロンコンサート

ジャズを楽しむ会

日　時 2 月24日（日）（開場：午前12時）
 午前12時30分～午後 3 時

 ※ 演奏：午前12時30分～午後 1 時30分 
演奏終了後、食事会

場　所  ホテルモントレ京都 2 階 
「エスカーレ」

参加費 会員：4,000円
 家族・従業員：5,000円
（昼食付・２ドリンク 追加飲物は各自負担）

主　催 京都府保険医協会
協　賛 （有）アミス

日　時 3 月 2 日（土）
 （開場：午後 6 時30分）

 午後 7 時～10時
場　所 ル・クラブ・ジャズ
演　奏 篠崎雅史（サックス）トリオ
 ※ジャムセッションもあります
参加費 会員：5,000円
 家族・従業員：6,000円
（軽食付・２ドリンク 追加飲物は各自負担）

先着20人
要申込

先着40人
要申込

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 2 月 1 0 日 第 3 0 4 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



厚労省が医師の時間外労働上限案を提示
　厚生労働省・医師の働き方改革に関する検討会は１月11
日の第16回会合で「とりまとめ骨子（案）～議論の到達点と
残る論点の整理～」を示した（図１）。
　骨子（案）が示した時間外労働の上限はＡ、Ｂ、Ｃの３パ
ターンである。いずれも例外があり、休日労働を含むとさ
れる。
　Ａ　診療従事勤務医に2024年度以降適用される水準　年
960時間／月100時間
　Ｂ　地域医療確保暫定特例水準　年1900時間～2000時間
／月100時間
　Ｃ　一定の期間集中的に技能向上のための診療を必要と
する医師向けの別の水準（対象医療機関を選定し、本人の
申出に基づく）年□□□時間／月100時間
　ちなみに、紛糾の中、国会での強行採決（2018年６月）に
よって成立した働き方改革関連法で設定された時間外労働
への上限規制（以下、〈一般則〉と記載）は、年360時間／月
45時間。特別な事情のある場合は、年720時間／単月100時
間未満である。一般則の上限規制における〈単月100時間未
満〉がすでに脳・心臓疾患の労災認定基準におけるいわゆ
る過労死ラインと同等である。にもかかわらず今回、厚生
労働省が示した医師の時間外労働の上限は、いちばん厳し
い時間規制であるＡですら一般則の特別な事情のある場合
を超え、Ｂに至ってはもはや規制と呼ぶにはおこがまし
い、長時間労働の合法化に他ならない。
　Ｂの地域医療確保暫定上限を設定する必要性について、
厚労省は次のように述べる。一つは医師需給との関係であ
る。医療従事者の確保に関する検討会・医師需給分科会の
行った医師需給推計では、医師の需給は2028年に均衡。そ
の後は偏在解消に取り組むことで、2036年を偏在解消の目
標としている。したがって、暫定上限の終了目標も2036年３
月に設定する。つまり医師養成も含め、提供体制が整うまで
の間は暫定的に勤務医の長時間労働に目を瞑るのである。 
　また、医師は他職業と比べて長時間労働が多く、時間短
縮を段階的に進めなければ患者ニーズを受け止められなく
なることも理由にあげられる。 
　だが、国が示したパターンＢを実際に適用した働き方イ
メージ（図２）にあるように、例えば週１回の当直の場合、
当直日を除けば連日14時間の勤務時間が常態化することに
なる。

医師の長時間労働を追認？
　いずれも2024年から適用され、Ｂについては2035年度ま
でに解消するという。さらに当直および当直明けの日を除
き、24時間の中で通常の日勤（９時間程度の連続勤務）の後
の次の勤務までに９時間のインターバル（休息）を確保する
等の措置も同時に提案されている。m3.comが2174人の開
業医・勤務医を対象とした調査では、同案について全体で

50.1％が「長すぎる」と回答。「長い」が12.8％、「特例を設
けるべきではない」も17.0％と批判の声が上がっている※１。
　協会は2018年10月、医師の働き方改革検討委員会の議論
に対し、労働基本権は人権であり、医師だけが人権保障の
対象から除外されることはどのような理由があっても許さ
れないと指摘。医師が健康を維持できない長時間労働が放
置されたままでは患者の生命や健康を守ることはできない
との意見を提出してきた。その点から、今回の厚生労働省
の提案は驚くべきものである。

「医療」の特殊性でもって長時間労働は
容認されるのか

　とりまとめ骨子（案）は、「基本的な考え方」で長時間労働
の医師の自己犠牲により支えられている我が国の医療は、
危機的な状況にあると指摘。国民の受ける医療の確保は重
要だが、医師は医師である前に一人の人間であると書いて
いる。
　しかし一方、骨子（案）は医療の不確実性・公共性・高度
の専門性・技術革新を医療の特殊性として挙げている。医
療労働の特性がそのとおりだとしても、その特性によって
一般則と違う上限規制導入が正当化されるのだろうか。
　厚労省資料によれば現状、病院勤務医の１割が年間時間
外労働1920時間超だという。
　これが年1900時間～2000時間の根拠であるが、なぜこの
ように一般則が到底適用できないほど医師の労働が過密と
なっているのか。

抑制方針のもとでの働き方改革
　骨子（案）は、医師の長時間労働の背景として次の点を挙
げる。曰く、医療機関における業務や組織のマネジメント
の課題、医師の需給や偏在、養成の問題、地域医療提供体
制の機能分化・連携が不十分な地域の存在、医療介護連携
や、国民の医療のかかり方などの課題が絡み合って存在す
る。そこで、社会全体で医療提供体制の改革、予防医療の
推進、医師の働き方改革を全体・一体として進め、国民の
医療へのかかり方への理解も進めることを並行して取り組
まねば、医師の働き方改革は実現しないのだと主張してい
る。厚生労働省は同義のことを１月18日に開催された全国
厚生労働関係部局長会議で述べている※２。同会議で医政
局長の吉田学氏は、2025年の医療に関する需給バランスを
推計した上で地域医療の在り方を見直す「地域医療構想」に
基づいた体制整備と、医師の地域偏在解消、そして医師の
働き方改革の三つが「それぞれ連環し、絡み合っている」と
発言し、三位一体で進める必要性を強調した。
　医師の地域偏在と医師の長時間労働が連環して起こる
（あるいは起こっている）可能性はあるだろう。だが少なく
とも現時点までにおいて、地域医療構想や医師偏在指標導
入の議論が、医師の長時間労働是正のために進められてき

た事実は確認できない。むしろ、国が地域医療構想・医師
偏在導入と並んで一体的に進めているのは新専門医制度で
ある。すべての医師が専門医になることを前提に発想され
た新専門医制度は、定員数設定等を通じ、都道府県・専門
科単位での医師数コントロールとして国が使用でき得るも
の。だからこそプロフェッショナルオートノミーが重要
だったのである。しかし実施延期をめぐる混乱の中で、医
師偏在対策を名目に都道府県を通じ、国が養成課程に関与
することを許してしまったことから、国の目指す効率的な
提供体制の実現にとって欠かさざるツールとなっている。
それらの三つの改革こそが本線であり、医師の働き方改革
はその達成に利用されていると考えた方が自然である。
　今日あらゆる省庁の上位に君臨している経済財政財政諮
問会議の2018年の骨太方針は、社会保障改革の考え方を次
のように披歴している。「…社会保障は歳出改革の重点分
野である。社会構造の変化に的確に対応し、持続可能な社
会保障制度の確立を目指すことで、国民が将来にわたる生
活に安心感と見通しを持って人生設計を行い、多様な形で
社会参加できる、質の高い社会を実現する。こうした取組
により、社会保障制度が経済成長を支える基盤となり、消
費や投資の活性化にもつながる。同時に、社会保障制度の
効率化を通じて、国民負担の増加の抑制と社会保障制度の
安定の両立を図る」。まさにこの基調の下に、今日の医療
提供者改革は進んでおり、都道府県を主体として一人当た
り医療費の地域差半減、一人当たり介護費の地域差縮減が
目標に掲げられている。

絶対的医師不足の可能性にすら言及されず
　医療提供体制改革・医療提供者の改革は、抑制基調の経
済財政方針に位置付けられている。医師の異常な長時間労
働の原因として誰でもが思いつく絶対的医師不足の可能性
にすら言及されない。現状追認の形ばかりの上限規制が提
案されてしまう。
　何か異常な事態が起こっているのではないか。
　忘れてはいけないのは、たとえ年限を区切ろうが、年間
2000時間の時間外労働に従事するのは生きている人間であ
ることだ。
　医師は不死身ではない。それが医師であるから、医療の
特殊性があるからとの理由だけで過労死が正当化されるこ
とは絶対にあってはならない。2000時間が法的に許容され
た時間外労働時間になってしまえば、万一過労死が起こっ
ても、それは適法な範囲での出来事だと処理される危険性
さえある。
　医療界をあげて、こうした提案に対する批判がなされる
べきである。医師の偏在も医師の長時間労働も、本当に医
師数は足りているのか、という検証と議論が起点に置かれ
るべきだ。
※１　m3.com　2019年１月19日
※２　m3.com　2019年１月18日

政
策
解
説

医師の働き方改革で現状追認の上限規制案に
時間外労働年2000時間を許容する暫定水準

図１ 図２
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
投
薬
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の
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日　時 4 月25日（木）午後 2 時～ 4 時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容 ① 医師からみた注射事故
  講師　医療法人財団医道会
   十条武田リハビリテーション病院
   院長　勝見 泰和 氏
 ② ガイドラインと判決の関係
  講師　京都中央法律事務所　弁護士　福山 勝紀 氏
定　員 60人（先着順）　　参加費　無料・要申込

第８回 ワイン講座
 イタリア銘醸ワインを楽しむ

医 療 安 全
講 習 会

ひと刺しで神経損傷？
～本当に正中神経損傷ですか？
 ＣＲＰＳですか？

日　時  2 月24日（日）
 午後５時～６時：ワイン講座　午後６時～８時：食事会
場　所 ホテルモントレ京都　2 階「エスカーレ」
 （京都市中京区烏丸通三条下ル　☎075-251-7111）

講　師 山本医院　山本　博 氏（左京）
参加費 会員：10,000円　家族・従業員：11,000円
 ※アレルギーのある方等は、事前にお申し出下さい。
共　催 京都府保険医協会　　協　賛　（有）アミス

※協会ホームページ： 検索 ワイン講座 からもお申し込みいただけます。

先着
30人

※ 本講習会は医療法に
定められた「医療安
全管理のための職員
研修」に該当します。
受講された方には参
加証を発行します。

▼日　時
3 月 7 日（木）
午後 2 時～ 3 時30分

▼場　所
京都府保険医協会・
ルームＡ～Ｃ

▼参加費　無料・要申込
※ 講師は医師等を予定。

 本学習会は医療法に定められた
「院内感染対策のための従業者
研修」に該当します。受講され
た方には参加証を発行します。

開業医のための

院内感染対策
学習会

定員
60人

　
Ｑ
、
①
同
居
家
族
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た
と
し

て
、
タ
ミ
フ
ル
の
予
防
投
薬
を

求
め
ら
れ
た
。
効
能
・
効
果
に

は
「
予
防
に
用
い
る
場
合
」
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険
請

求
し
て
よ
い
か
。

　
②
新
薬
の
ゾ
フ
ル
ー
ザ
は
予

防
投
薬
で
き
る
か
。

　
Ａ
、
①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
目
的
で
タ
ミ
フ
ル
を
投
薬

し
た
場
合
は
、
保
険
請
求
で
き

ず
、
自
費
診
療
の
扱
い
と
な
り

ま
す
。

　
薬
機
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る

予
防
投
薬
の
対
象
者
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
を
発
症
し

て
い
る
患
者
の
同
居
家
族
ま
た

　
い
き
な
り
宣
伝
に
な
っ
て
恐
縮

だ
が
、
本
を
出
版
し
た
。
中
公
新

書
ラ
ク
レ
『
医
療
費
で
損
し
な
い

46
の
方
法
』（
税
別
1
0
0
0
円
）

と
い
う
実
用
書
で
あ
る
。

　
病
気
や
け
が
を
し
た
人
が
経
済

的
負
担
を
軽
く
す
る
方
法
、
公
的

給
付
を
得
る
方
法
を
中
心
に
、
患

者
と
家
族
に
役
立
つ
社
会
保
障
活

用
術
を
幅
広
く
紹
介
し
た
。

特
定
疾
病
と
い
っ
た
障
害
や
難
病

関
連
の
制
度
も
大
切
だ
。

　
働
き
手
な
ら
労
災
保
険
、
傷
病

手
当
金
、
出
産
手
当
金
、
育
児
休

業
給
付
金
、
介
護
休
業
給
付
金
な

ど
が
使
え
る
と
、
支
え
に
な
る
。

　
意
外
に
重
要
な
の
は
税
金
だ
。

医
療
費
控
除
や
障
害
者
控
除
を
活

用
す
れ
ば
課
税
対
象
所
得
が
下
が

る
。
障
害
認
定
を
受
け
れ
ば
住
民

税
の
課
税
最
低
限
が
変
わ
る
。
こ

の
ご
ろ
は
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

教
育
な
ど
で
所
得
階
層
に
よ
っ
て

自
己
負
担
が
変
わ
る
制
度
が
増
え

た
の
で
、
意
味
は
大
き
い
。

　
社
会
保
障
制
度
は
多
岐
に
わ
た

り
、
た
い
へ
ん
複
雑
だ
。
し
か
も

自
分
か
ら
手
続
き
し
な
い
と
適
用

さ
れ
な
い
「
申
請
主
義
」
が
大
半

で
、
制
度
を
知
ら
な
い
と
損
を
す

る
。
実
際
、
知
ら
な
い
人
が
け
っ

こ
う
多
い
の
で
、
専
門
知
識
を
持

つ
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
ほ
し
い
。

　
ほ
と
ん
ど
の
病
院
は
医
療
福
祉

相
談
室
を
設
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
相
談
支
援
を
担
当
し

て
い
る
。
病
院
の
場
合
、
退
院
支

援
な
ど
に
あ
た
る
社
会
福
祉
士
や

精
神
保
健
福
祉
士
の
配
置
が
診
療

報
酬
上
、
評
価
さ
れ
る
。

　
診
療
所
は
ど
う
か
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
る
の
は
、
大
規

模
な
診
療
所
か
、
一
部
の
精
神
科

診
療
所
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。

　
診
療
所
の
場
合
、
デ
イ
ケ
ア
な

ど
を
除
い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
て
も
、
現
状
で
は

診
療
点
数
に
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
経
済
面
を
含
め
た
生
活

支
援
は
、
治
療
や
療
養
が
う
ま
く

い
く
か
ど
う
か
に
大
き
く
影
響
す

る
。
福
祉
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い

課
題
は
多
い
。
地
域
の
関
係
機
関

と
連
携
す
る
機
会
も
増
え
た
。
診

療
所
に
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機

能
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
人
を
新
た
に
雇
う
の
が
難
し
け

れ
ば
、
事
務
職
員
や
看
護
職
員
が

通
信
教
育
を
受
け
て
社
会
福
祉

士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を

取
る
の
を
援
助
し
て
は
ど
う
か
。

　
相
談
援
助
の
実
務
経
験
の
な
い

人
は
1
か
月
ほ
ど
の
実
習
が
必
要

だ
が
、
学
費
は
雇
用
保
険
の
専
門

実
践
教
育
訓
練
給
付
金
を
利
用
す

れ
ば
、
7
割
が
戻
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

意
欲
の
向
上
、
そ
し
て
医
療
機
関

と
し
て
の
信
頼
度
や
評
価
の
向
上

に
も
役
立
つ
は
ず
だ
。

診
療
所
に
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

（
50
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
バ
イ
ク
を
運
転
中
の
交
通
事

故
で
当
該
患
者
が
時
間
外
に
来

院
。
初
診
だ
っ
た
。
頚
部
や

肩
、
骨
盤
等
の
単
純
撮
影
検
査

を
実
施
し
た
。
翌
日
に
改
め
て

整
形
外
科
を
受
診
し
て
、
骨
盤

打
撲
と
診
断
。
患
者
は
痛
み
が

治
ま
ら
な
い
た
め
、
Ａ
医
療
機

関
に
転
院
し
て
通
院
を
継
続
し

て
い
た
が
、
5
カ
月
後
に
そ
こ

で
右
側
骨
盤
の
骨
折
が
認
め
ら

れ
、
当
時
の
交
通
事
故
に
よ
る

も
の
と
診
断
さ
れ
た
。
患
者
は

後
遺
障
害
第
12
級
13
号
「
局
部

た
と
し
て
過
誤
を
い
っ
た
ん
は

認
め
、
Ａ
医
療
機
関
の
診
断
と

同
様
に
、
交
通
事
故
に
よ
る
骨

盤
骨
折
と
診
断
し
た
が
、
当
該

医
師
が
退
職
後
、
後
任
の
医
師

が
検
討
し
た
以
下
の
点
か
ら
賠

償
責
任
は
な
い
と
考
え
た
。

　
①
交
通
事
故
当
時
の
当
該
医

療
機
関
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
る
限

り
、
骨
盤
骨
折
と
診
断
さ
れ
た

も
の
は
、
実
際
は
陳
旧
性
、
あ

る
い
は
骨
折
で
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
医

師
が
交
通
事
故
に
よ
る
骨
盤
骨

折
と
診
断
し
た
の
は
誤
り
の
可

能
性
が
あ
る
。

　
②
こ
の
骨
盤
「
骨
折
」
が
、

仮
に
見
落
と
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
痛
み
の
余
分
な
持
続
や
後

遺
障
害
を
含
め
、
患
者
に
新
た

な
損
害
は
認
め
難
い
。
し
た

が
っ
て
、
仮
に
①
が
否
定
さ
れ

て
も
、
患
者
に
賠
償
す
る
要
因

が
な
い
。

　
③
患
者
は
す
で
に
骨
盤
「
骨

折
」
に
関
し
て
も
、
交
通
事
故

の
保
険
で
賠
償
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
上
、
患

者
が
賠
償
さ
れ
る
理
由
は
な

い
。 

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
8
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
確

認
し
た
が
、
右
骨
盤
臼
蓋
部
の

幅
約
2
㎜
の
線
状
の
骨
融
解
像

は
、
骨
化
不
全
に
よ
る
も
の
。

こ
れ
は
、
医
療
機
関
の
主
張
①

の
通
り
、
仮
に
骨
盤
骨
折
と
し

て
も
、
陳
旧
性
の
も
の
と
し
て

も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
交
通
事
故

に
よ
る
外
傷
性
の
骨
折
で
は
な

い
と
診
断
し
て
よ
い
。
②
③
に

関
し
て
も
患
者
が
反
論
で
き
る

要
素
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
骨

盤
骨
折
に
関
し
て
、
骨
折
の
事

実
、
さ
ら
に
交
通
事
故
と
の
因

果
関
係
が
あ
る
と
、
二
重
に
誤

診
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
賠
償

責
任
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い

と
判
断
さ
れ
た
。

〈
結
果
〉

　
患
者
側
へ
改
め
て
医
学
的
説

明
を
行
っ
た
結
果
、
患
者
側
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
が
途
絶
え
て
久

し
く
な
っ
た
た
め
、
立
ち
消
え

解
決
と
み
な
さ
れ
た
。

に
頑
固
な
神
経
症
状
を
残
す
も

の
」
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
交

通
事
故
の
示
談
は
終
了
し
て
い

た
。

　
患
者
側
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

フ
ィ
ル
ム
で
骨
盤
骨
折
を
見
落

と
し
た
と
し
て
賠
償
を
請
求
し

て
き
た
。

　
医
療
機
関
は
、
患
者
側
に
骨

折
の
見
落
と
し
は
事
実
で
あ
っ

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
89

賠
償
責
任
の
な
い
二
重
の
誤
診

金
融
共
済
委
員
会

（
1
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
加
入
審
査
3
件
を
審
査
し
全

件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
の
案
件
を
審
査
し
可
決

し
ま
し
た
。

は
共
同
生
活
者
で
あ
っ
て
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
、
慢
性
心
疾

患
患
者
、
糖
尿
病
等
代
謝
性
疾

患
患
者
、
腎
機
能
障
害
患
者
に

限
ら
れ
ま
す
。

　
②
ゾ
フ
ル
ー
ザ
の
予
防
投
薬

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
投

与
が
で
き
る
薬
剤
は
、
タ
ミ
フ

ル
、
リ
レ
ン
ザ
、
イ
ナ
ビ
ル
の

み
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
お
金
に
困
っ
て
い

る
人
が
医
療
を
受
け
る
に
は
ど
ん

な
方
法
が
あ
る
か
。
生
活
保
護
だ

け
で
な
く
、
無
料
低
額
診
療
や
国

民
健
康
保
険
法
44
条
に
よ
る
自
己

負
担
の
減
免
も
あ
り
う
る
。

　
高
額
療
養
費
制
度
は
も
ち
ろ

ん
、
差
額
ベ
ッ
ド
な
ど
保
険
外
費

用
の
扱
い
、
医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
、
産
科
医
療
補
償
制

度
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
救
済
制
度
な

ど
も
頭
に
入
れ
て

お
き
た
い
。

　
障
害
年
金
、
障

害
者
手
帳
、
自
立

支
援
医
療
、
難
病

医
療
、
小
児
慢
性
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年
に
一
、
二
度
、
春
秋
の
日

曜
日
に
経
ヶ
岬
灯
台
は
一
般
公

開
さ
れ
る
。
こ
こ
は
舞
鶴
海
上

保
安
部
の
管
轄
で
あ
り
海
上
保

安
庁
の
職
員
が
内
部
を
案
内
し

て
く
れ
る
。
最
寄
り
の
駐
車
場

に
は
近
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
屋
台
が
出
店
し
、
普
段
数

台
し
か
停
ま
っ
て
い
な
い
駐
車

場
は
、
こ
の
日
だ
け
は
人
と
車

で
あ
ふ
れ
る
。

　
近
隣
や
京
阪
神
か
ら
多
く
の

人
が
や
っ
て
来
る
。
マ
ニ
ア
は

も
っ
と
遠
く
か
ら
で
も
来
る
。

最
近
は
女
性
に
も
人
気
が
あ
る

よ
う
で
、
大
き
な
カ
メ
ラ
を
首

か
ら
下
げ
な
が
ら
一
人
で
来
て

い
る
人
も
い
た
。

　
灯
台
の
建
物
に
入
り
、
薄
暗

い
中
20
段
く
ら
い
の
ほ
ぼ
垂
直

な
ハ
シ
ゴ
を
5
〜
6
メ
ー
ト
ル

登
れ
ば
、
そ
こ
は
展
望
デ
ッ

キ
。
高
齢
者
と
小
学
生
以
下
は

お
断
り
と
な
っ
て
い
た
が
、
80

歳
く
ら
い
の
高
齢
者
で
も
な
ん

な
く
登
っ
て
い
た
。
駐
車
場
か

ら
こ
こ
ま
で
山
道
を
15
分
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ

こ
へ
到
着
で
き
る
人
は
大
丈
夫

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
保
安

何
重
に
も
重
な
っ
た
構
造
を
し

て
い
る
。
晴
れ
た
日
に
遠
く
か

ら
灯
台
を
見
れ
ば
、
レ
ン
ズ
は

透
明
な
薄
み
ど
り
色
の
物
体
と

な
り
、
ガ
ラ
ス
窓
で
覆
わ
れ
て

い
る
か
ら
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に

飾
っ
て
あ
る
エ
メ
ラ
ル
ド
あ
る

い
は
ペ
リ
ド
ッ
ト
（
8
月
の
誕

生
石
）
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ

の
ジ
ュ
エ
ル
の
よ
う
な
物
を
一

度
間
近
で
見
て
み
た
い
と
以
前

か
ら
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
デ
ッ
キ
か
ら
は
目
前
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
巨
大
な
レ

ン
ズ
、
ア
ナ
ロ
グ
感
が
漂
う
が

技
術
の
粋
を
集
め
て
あ
る
の
だ

ろ
う
、
埃
ひ
と
つ
な
く
透
明
度

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
大
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
た
。
レ
ン
ズ
の
奥
に
は
光

源
ラ
ン
プ
（
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド

ラ
ン
プ
、2
5
0
W
）
も
見
え

た
。
ラ
ン
プ
は
高
さ
15
セ
ン
チ

ほ
ど
の
色
な
し
透
明
で
、
想
像

し
て
い
た
の
よ
り
は
る
か
に
小

さ
い
。
そ
れ
で
も
光
達
距
離
は

40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
ら
は

灯
台
の
中
で
最
も
大
切
な
部
分

で
あ
り
、
人
で
い
え
ば
心
臓
、

キ
ラ
キ
ラ
の
瞳
あ
る
い
は
ピ
ュ

ア
な
ハ
ー
ト
に
相
当
す
る
。

　
一
般
公
開
の
日
は
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
飲
み
物

提
供
、
道
案
内
、
駐
車
場
整
理

を
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
灯
台

内
外
で
は
、
何
人
も
の
海
上
保

安
官
が
制
服
姿
で
誘
導
し
て
く

れ
た
。
見
学
客
は
気
楽
に
観
光

気
分
で
や
っ
て
く
る
が
、
こ
れ

ら
の
方
々
は
休
日
返
上
の
お
勤

め
で
あ
り
、
見
学
が
終
わ
っ
た

ら
彼
ら
に
「
今
日
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」と
伝
え
た
い
。

官
も
し
っ
か
り
見
守
っ
て
く
れ

る
。

　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
は
、
国
内

最
大
級
の
レ
ン
ズ
が
収
ま
っ
て

い
る
。
第
1
等
フ
レ
ネ
ル
レ
ン

ズ
（
高
さ
2
・
8
メ
ー
ト
ル
、

台
と
レ
ン
ズ
あ
わ
せ
て
5
ト

ン
）
で
、
類
似
の
も
の
は
全
国

で
も
5
カ
所
に
し
か
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
逸
品
で
あ
る
。
フ

レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
、
同
心
円
が

　
日
　
時　
2
月
23
日
（
土
） 

午
後
3
時
10
分
〜
6
時

　
場
　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
階
「
ロ
ー
ズ
の

間
」 

　
会
　
費　
1
0
0
0
円

　
内
　
容　
講
演
Ⅰ
「
一
歩
進

ん
だ
帯
状
疱
疹
の
診
断
・
治
療

〜
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
を
避
け
る

コ
ツ
〜
」
小
野
文
武
氏
（
佐
曽

利
ひ
ふ
科
医
院
院
長
）、
座
長・

堀
直
樹
氏
（
堀
医
院
院
長
）／

講
演
Ⅱ
「
ス
キ
ン
ケ
ア
最
新
情

第
1
1
2
回

 

京
都
実
地
医
家
の
会

辻
　
俊
明
（
西
陣
）

第 6 話

丹
後
半
島
心
の
原
風
景

エ
メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
な
経
ヶ
岬
灯
台
レ
ン
ズ

報
」五
十
嵐
敦
之
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
関
東
病
院
皮
膚
科
部

長
）、座
長
・
小
西
啓
介
氏
（
小

西
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

　
共
　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
5

8
1
・
0
0
2
4　
医
療
法
人

社
団
片
岡
医
院
）、
マ
ル
ホ
株

式
会
社

　
※
会
終
了
後
に
意
見
交
換
の

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
申

請
中
）
2
単
位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：
12
地
域
医
療
0
・

5
単
位
、
26
発
疹
0
・
5
単

位
、
15
臨
床
問
題
解
決
の
プ
ロ

セ
ス
0
・
5
単
位
、
42
胸
痛

0
・
5
単
位

　確定申告の季節になりました。所得税等の確定申告受付期間は、２月
18日（月）～３月15日（金）です。青色申告・白色申告対象の先生方に留意
点をお知らせしますので、本紙付録をご参照下さい。社会保障・税番号
（マイナンバー）制度が導入され、平成28年分以降の確定申告書の提出の
際に、本人・配偶者・扶養家族のマイナンバーの記載が必要になりまし
たが、申告書等にマイナンバーの記載がない場合でも税務署は「受理する
こと」としています。

確定申告の留意点（本紙付録）をお届けします

丹後半島

北部医療
センター 天橋立

宮津

178

178

経ヶ岬

灯
台
の
内
部
。
ハ
シ
ゴ
で
5
〜
6

メ
ー
ト
ル
登
る

巨大なフレネルレンズ。
奥に光源ランプが見える

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
灯
台

日　時 2 月12日（火）～23日（土）
 平日：午前９時～午後６時　土曜：午前９時～午後５時（日曜除く）
担　当 外村会計事務所 外村 弘樹 公認会計士・税理士
費　用 ① 作成から申告代行：20,000円
 ② 作成書類の確認から申告代行：10,000円
 ③ 作成書類の確認のみ：5,000円
※ 不動産所得や譲渡所得（株式、土地建物）がある場合は業務量に応じて別途費用が必要。
※協会非会員の方は、プラス10,000円となります。

＜お申込みの流れ＞
協会へ事前申込→協会より受付完了メール→当日、先生ご自身で税理士事務所へ
書類を持参→税理士事務所受付・対応→申告代行または確認書類のご返却

白色確定申告説明会

第 665 回 社会保険研究会

勤務医対象＜事前申込制＞ 確定申告書作成会

参加費
無料

作成から申告まで
代行します

講　師 古木 勝也 氏（古木内科医院　院長）
日　時 2 月19日（火）午後 1 時30分～ 3 時30分
場　所 福知山医師会館 2 階講堂
  （福知山市北本町二区35番地の１　☎0773-23-6039） 

※駐車場に限りがございます。

共　催 （一社）福知山医師会

「睡眠障害とその治療レビュー」

※日本医師会生涯教育講座　20．不眠　2.0単位

◆グリーンペーパー№269（１月25日発行）の申込用紙にてお申し込み下さい。

古木先生のコメント
　日本では他の国に比べて、ベンゾジアゼピン受容体作動薬が、長期に渡って連
用されるケースが多い現状があり、2018年春の診療報酬改定で、抗不安薬、睡眠
薬の長期処方に制限（１年以上連続して同一の成分を１日あたり同一量で処方し
た場合に処方料・処方せん料に減算規定が設けられた）が加わりました。この減
算の規定ですが、すべての対象処方が減算されるというわけではなく、適切な研
修を受けた医師が行う処方、または精神科医から直近１年以内に抗不安薬・睡眠
薬について助言を受けている処方は除外されることとなっています。
　今回の講座は減算除外の研修として開催し、睡眠障害とその治療薬についてこ
れまでの知見、臨床事例などをレビュー・整理し、皆様の日頃の睡眠障害の診療
に役立てていただくよう解説します。

日　時 2 月13日（水）午後 2 時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
内　容  平成30年分の白色確定申告の留意点
講　師 鴨井 勝也 税理士
協　賛 (有) アミス

日　時 2 月28日（木）午後 2 時～ 4 時
講　師 ハローワーク西陣　雇用開発部長　藪下　茂 氏
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
参加費 お一人1,000円　※当日徴収　　協　賛　（有）アミス

～ハローワークの求人募集でどうしたら採用できるのか～
「求人広告を出しても人が集まらない」「従業員が定着しない」とお悩みの先生へ
　院長ご自身がまず、医院をどのようにしていきたいかという経営理念を再確認すること
が大切です。その上で、自院の求人票を選んでもらうにはどうしたら良いか。長年、多く
の経営者と関わり、現場をよく知るハローワーク西陣の藪下氏が、最近の労働市場、求
人・採用の手続きとポイントを実例をもとに解説しアドバイスします。

経営対策セミナー 　医院の求人と採用のコツ
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